
(1)既存の防災マップは複雑な部分があるため、誰にでも伝わりやす

いような防災マップを作りたいと思ったから。
(2)​近い未来起こりうる南海トラフ地震に備えて避難を効率的にでき
るようにしたいから。
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１.課題設定の理由

２.仮説
「災害のイメージが湧かない」ために防災意識が十分に高まっ
ていない住民が多い。

地域の防災マップを３Dホログラム化し、様々な情報を可視化さ
せることで防災意識が高まるのではないか。

３.実験方法
(1)既存の防災マップで10代～80代の方にアンケートを取り課題を見つける。

(2)Blenderを使って作った3D防災マップで視覚的に必要な部分を分かりやす
くする。

(3)3D防災マップを使ってアンケートを取り既存のものと比較する。

(4)3D防災マップの既存の防災マップより劣っているところを改善する。

出典：ChatGPT

図３ ３D防災マップのイメージ図 図４ 防災マップの作成手順

図１ アンケート結果①

図２ アンケート結果②
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